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①アンモニア高感度計測技術の開発 ②微量漏洩検知技術の開発 ③アンモニア回収技術の開発
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■ 開発方針

◆アンモニア残留検知
配管を開放せずに配管内部の残
留無しを確認可能
レーザ式ガス分析計で残留無し
を検知できる高感度化技術

◆アンモニア漏えい検知
目に見えないアンモニアを可
視化し、漏えいのエリア監視
を実現
赤外線カメラ方式で微少漏
えいを検知できる高感度化
技術

◆アンモニア除去
船舶に搭載可能な小型アン
モニア除去装置の実現
スプレー方式により除去装置
を小型化

下記を適用した検証機にて実機評価を実施し、必要なアイ
テムを見極めた
• 感度向上：バイパス方式による光路長拡大
• 感度向上：波長選定
• ノイズ除去：ウェーブレット変換
防爆構造に関する社内試験を実施し、防爆構造と高感度
を両立した光学系の設計を完了した

実験室内でアンモニアの実ガス評価できる評価系を構築した
複数赤外線カメラ画像の合成や光学系の改良によって、応答
時間４秒以内で必要感度を達成できる試作機を開発した
試作機を評価系に設置し、赤外線カメラの検出感度が低下す
る低温環境下で評価した結果、アンモニアガスによる輝度の変
化を確認した

アンモニア回収原理検証用の実験装置製作を完了した
上記実験装置を用い、低濃度アンモニアガスによる基礎データの
取得を完了し、吸収性能を把握した

■開発状況と課題
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試作機を製作し、アンモニアバンカリングを模擬した陸上実
証試験を実施
顧客ニーズを踏まえたシステム構成の具体化

アンモニアバンカリングを模擬した陸上実証機の設計
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■開発スケジュール

実施主体 研究開発内容詳細

伊藤忠商事 5.研究開発内容の実船実証

富士電機 1.アンモニア高感度計測技術の開発

2.微量漏洩検知技術の開発

3.アンモニア回収・再利用技術の開発

4.研究開発内容の実船実証
(富士電機での研究)

20282024 2025 2026 2027 2029

研究開発期間（実船実証含む）（国費負担有） 社会実装/商業運航

荷主との
契約交渉

アンモニア燃料船建造，主観港湾庁との協議，
供給設備の整備，燃料生産者との協議

開発機器の実船実証 社会実装
商業運営

社会実装
商業運営

開発機器の実船実証高感度化要素技術
原理検証

船搭載システム検討
アンモニア防爆対応構造確立

アンモニア陸上検証試験

開発機器の実船実証各方式の検出感度検証
組合せ漏洩検知原理検証

船搭載システム検討
環境影響補償技術確立

アンモニア陸上検証試験

開発機器の実船実証システム機能設計 陸上実証機設計 陸上実証機評価
実船実証機設計

開発機器の実船実証

■ 背景と目的

左記の通りアンモニアの毒性は強く安全性の
観点から、漏洩、残留するアンモニアの検知、
その除去は必須。
CCC10でアンモニア燃料船ガイドラインに船
内の特定の箇所に検知器設置を設定。

AEGL1：軽度で一時的な健康への影響。
AEGL2：一時的または長期的な健康被害
引き起こす可能性あり。ただし生命の危険や
長期的障害はない。
AEGL3：生命を脅かす、または致命的となる
健康被害の恐れがある濃度。

ppm
10分 30分 60分 4時間 8時間

AEGL 1 30 30 30 30 30
AEGL 2 220 220 160 110 110
AEGL 3 2,700 1,600 1,100 550 390

出展：米国環境保護庁（EPA）

試作機を製作し、アンモニアバンカリングを模擬した陸上実
証試験を実施
顧客ニーズを踏まえたシステム構成の具体化

バルブ バルブ燃料配管

レーザ光発光部 受光部残留
NH3

残留
NH3


